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ウルトラファブリックス・ホールディングス（以下「UFHD」、東証スタンダード4235）

～研究開発で合成皮革の改良に成功、本革からの置き換えを進め、生態系の維持に貢献～

今回取り上げるのは合成皮革メーカーのUFHDです。生態系維持のため本革使用を回避する傾向が強まりつつ

あります。同社は合成皮革の品質向上に成功、本革からの置き換えニーズに応えて業績を急速に拡大させています。

■SDGsにおける課題

自動車、特に高級車の座席には動物の本革が用いられること

が少なくありません。

近年、多様な動植物の存在によって保たれている地球の生

態系バランスが崩れることへの懸念が高まりつつあり、それを

回避するため、本革使用を避けたいという考えが強くなる傾

向にあります。しかし、代替品となる合成皮革は、柔らかい質感、

汗によるべたつきを解消するための通気性能等で本革に劣後

するため、なかなか置き換えが進まないという状況でした。

■UFHDが提供するソリューション

【関連する主なSDGs】

UFHDは、前身である第一化成(1966年設立)の時代

から高級衣料品用の合成皮革の開発に取り組んできまし

た。その豊富な経験をベースに上記の質感、通気性等の

向上のための研究開発を進めた結果、ユーザーの支持の

獲得に成功、自動車、オフィス家具、航空機等のメーカー

の間に同社の製品の採用が急速に広がりつつあります。

同社の2021年12月期の業績は売上高141.3億円、

営業利益14.8億円でしたが、ユーザー間に同社の高性

能の合成皮革製品の採用を広げることで現行中期計画

の最終年度である2024年12月期に売上高225億円、

営業利益31億円とすることを目指しています。

同社は、地球の生態系バランスの維持への貢献と業績

拡大の両立を狙っているのです。

生態系への配慮で、本革使用を回避するニーズが強まる

(出所) UFHD提供

UFHD製品を用いたランドローバー(英)の自動車の内装

(出所) 2021年12月期決算短信および決算説明会資料より、
いちよしアセットマネジメント作成。
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